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棚底地区振興会

 小・中学生の作品コーナー 

井戸 

 
棚
底
地
区
振
興
会
で
は
、
５
月
１
２

日
（
日
）
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
「
環

境
美
化
作
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
と
自
治
環
境
部
会
の
合
同

事
業
。
 

 
今
年
は
、
雨
が
少
な
か
っ
た
せ
い
か

思
っ
た
ほ
ど
草
は
伸
び
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
棚
底
城
跡
、
棚
底
川
、
振

興
会
花
壇
と
範
囲
が
広
く
分
散
し
て

の
作
業
だ
っ
た
た
め
、
例
年
以
上
に
参

加
者
が
多
く
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
特

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
頂
い
た

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
お
忙
し
い

中
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
お
陰
様
で
棚
底
城
跡
、
棚
底
川
周
辺

の
草
刈
作
業
は
、
順
調
に
捗
り
予
定
の

１
時
間
半
で
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
花
壇
も

以
前
か
ら
懸
念
し
て
い
た
区
画
整
備

を
し
て
頂
き
、
花
苗
の
植
栽
や
除
草
作

業
の
維
持
管
理
が
と
て
も
し
や
す
く

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

 
振
興
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
「
環

境
美
化
作
業
」
を
通
じ
て
、
棚
底
地
区

へ
の
郷
土
愛
と
景
観
保
持
に
努
め
、
交

流
人
口
増
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

 
前
々
回
の
棚
底
村
庄
屋
さ
ん
に
引
き
続

き
、
今
回
は
庄
屋
と
共
に
村
三
役
で
あ
る

百
姓
代
と
年
寄
関
連
を
紹
介
し
ま
す
。
わ

ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
棚
底
村
の
古
文
書

で
村
三
役
の
名
前
は
出
て
き
ま
す
が
、
庄

屋
以
外
は
苗
字
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
の

で
困
り
ま
す
。
 

 
百
姓
代
や
年
寄
は
、
時
々
に
よ
っ
て
三

人
前
後
だ
っ
た
よ
う
で
、
職
務
と
し
て
は

百
姓
代
が
今
で
い
う
議
員
、
年
寄
が
村
務

を
と
る
職
員
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

 
村
政
の
監
視
役
で
あ
る
百
姓
代
は
大
高

持
ち
が
選
任
さ
れ
、
年
寄
り
は
村
民
の
総

意
で
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
こ

と
で
す
か
ら
、
村
三
役
は
一
部
の
例
外
を

除
い
て
ほ
ぼ
世
襲
が
慣
例
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
 

 
文
政
年
間
の
百
姓
代
、
年
寄
に
清
八
郎
、

善
一
郎
と
い
う
名
前
が
出
て
き
ま
す
。
い

ず
れ
も
松
岡
家
の
出
で
親
子
で
す
。
以
下

の
話
は
、
そ
の
松
岡
家
の
ご
子
孫
で
昭
和

三
十
年
代
ま
で
棚
底
の
対
岸
の
大
平
に
住

ん
で
お
ら
れ
た
松
岡
達
人
さ
ん
か
ら
聞
い

た
話
で
す
。
 

 
江
戸
末
期
、
生
涯
筆
頭
年
寄
の
善
一
郎

の
子
供
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
良
木
村
庄
屋
の

植
村
家
、
大
道
村
の
大
森
家
、
棚
底
村
医

師
西
家
、
樋
島
村
大
庄
屋
藤
田
家
、
中
田

村
庄
屋
大
堂
家
と
婚
姻
関
係
が
あ
り
ま
し

た
。
長
男
の
娘
は
碇
石
村
の
中
野
家
に

 

嫁
ぎ
、
昭
和
初
期
の
天
草
の
政
界
で
、
「
中

野
の
前
に
中
野
な
く
、
中
野
の
後
に
中
野

な
し
」
と
い
わ
れ
た
程
の
大
政
治
家
・
中

野
猛
雄
の
母
と
な
り
ま
し
た
。
猛
雄
は
県

議
や
宮
地
岳
村
長
を
経
て
昭
和
三
年
か
ら

十
二
年
ま
で
四
期
衆
議
院
議
員
を
勤
め
て

い
ま
す
。
産
業
面
で
は
、
天
草
の
養
蚕
、
葉

煙
草
振
興
に
多
大
な
貢
献
が
あ
り
、
熊
日

の
前
身
で
あ
る
九
州
新
聞
の
社
長
で
も
あ

り
ま
し
た
。
 

 
第
一
次
の
南
極
観
測
船
「
宗
谷
」
に
船
医

と
し
て
乗
り
込
み
「
南
極
越
冬
日
記
」
を
書

い
た
中
野
征
紀
は
猛
雄
の
親
族
で
す
。
 

 
松
岡
家
の
元
屋
敷
は
、
旭
の
山
本
英
明

さ
ん
宅
付
近
だ
っ
た
よ
う
で
、
恐
ら
く
村

二
役
を
勤
め
た
吉
野
家
の
隣
に
な
り
ま
す
。

大
原
か
ら
松
岡
家
と
吉
野
家
を
経
て
支
所

の
後
ろ
を
通
る
道
は
当
時
の
往
還
道
で
し

た
。
ま
た
、
旧
庄
屋
家
（
現
小
学
校
）
の
後
ろ

の
道
も
浦
～
宮
田
方
面
を
結
ぶ
当
時
の
往

還
道
で
す
。
 

 
歳
川
天
満
宮
内
の
鈴
木
様
の
建
立
者
は

松
岡
善
一
郎
と
娘
婿
の
西
玄
達
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
三
区
 
歳
川
 
喜
三
生

 

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

④

 

衆
議
院
議
員
・

 

中
野
猛
雄
の

 

 
 
母
方
の
里

 

歳川天満宮の鈴木様＝苓陽幼稚園前 

振興会花壇の手入れをする部会員ら 棚底川周辺の作業風景 



　人口動静

世　帯　数

４月末

991(-1）

３月末
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４月末 ３月末

671(0）

高齢化率
４７.７４　％

人　　口

481 1,099(+1）

2,761(0）

481(0） 1,098棚　底

浦 289(+1）288 671

合　計 1,215

992443(-3）

1,213(-2）

宮　田 446

2,761

主な行事予定 

          ６月２日（日）一日一汗運動                                ６月５日（水）公民館全体講座（郷土教育）                                          ６月９日（日）虫追い祭り （諏訪神社）       ６月２３日（日）天高倉校マリンフェスタ                      （予定のため変更になる場合あり）          

棚
底
城
通
信
 
第
３
６
号
 

 
現
在
、
市
文
化
課
で
は
棚
底

城
跡
周
辺
の
字
名
を
調
べ
、
そ

れ
を
地
図
に
落
と
す
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
字
名
に
は
そ

の
土
地
の
歴
史
の
名
残
が
あ
る

場
合
が
あ
る
た
め
で
す
。
例
え

ば
、
「
弓
立
」
と
い
う
字
か
ら
は

戦
い
を
連
想
で
き
ま
す
。
 

 
し
か
し
、
「
大
字
」
や
「
小
字
」
は

記
録
に
残
っ
て
い
て
も
地
元
で

の
み
使
用
さ
れ
る
「
し
こ
名
」
は

我
々
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今

後
調
査
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
を
行
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

 
 
（
天
草
市
文
化
課
 
宮
崎
）
 

【棚底城跡周辺の小字図 】  

 この４月２３日「子ども読書の日」にボラ

ンティア読み聞かせグループ「シモンちゃ

ん’ｓ」が文部科学大臣表彰を受けました。 

 これからもこの活動を通じて子供達に読

書の楽しさを伝えていければと思います。  

               坂元 眞美子 

  

 昨年１１月に、倉岳小学校ＰＴＡが
「優良ＰＴＡ」ということで表彰３冠（県、
九州、全国）を受賞されたばかりです
が、今度は４月２３日、「子ども読書の
日」に読み聞かせグループ「シモン
ちゃん’ｓ」（代表者 富山さん）が文部
科学大臣表彰の栄誉に輝きました。 
 この賞は「子ども読書の日」を記念し
て読書活動の推進で優れた取組等を
行っている学校、図書館、団体（個人）
などが対象で文部科学省が毎年この
時期に表彰するものです。シモンちゃ
ん’ｓは「子供の読書活動優秀実践団
体（個人）」の部で倉岳小学校児童な
どへの読み聞かせ活動が評価されて
の受賞でした。シモンちゃん’ｓの皆さ
ん本当におめでとうございました。 

シモンちゃん’ｓを代表して表彰式に臨ま
れた坂元さん（左）ら＝東京・式典会場 

 第６１回熊日金婚夫婦表彰式が９月に行われます。 

今年の該当者は、昭和４４年に結婚され、満５０年になら

れるご夫婦です。 

 該当されるご夫婦は 

    電話・はがき・ＦＡＸ・窓口のいずれかの方法で   

    ご連絡ください。  

○受付期間：６月３日（月）～７月１２日（金） 

○受付窓口：本庁高齢者支援課（ＴＥＬ：２３－１１１１） 

                    （ＦＡＸ：２７－０１５５） 

                        又は倉岳支所窓口（ＴＥＬ：６４－３１１１） 

 ５月２４日（金）タレントの篠山輝信さんら一行が旅番組

収録のため、棚底コミセンに来館されました。篠山輝信？

といってピーンと来ない方には、父が写真家の篠山紀信

で母は歌手の南 沙織さんと言った方が分かるかな。 
 今回は、「遠くへ行きたい」という長寿番組のリポーター
として松本真珠を取材に来られたそうで、コミセンでメーク
と着替えを済まして撮影に向かわれました。テレビで観る
印象より物静かで礼儀正しい好人物でした。 
 私も振興会だよりに掲載すべき千載一遇のチャンスと
ばかりディレクターに取材を申し込みましたが、撮影前と
いうことでやんわり断られました。 
 なお、この番組は県内では放送されないそうです。 

タレントの篠山さんが収録のため来館！ 


